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  不変の真理(Ⅰサムエル記12:12-15)
神様が喜ばれることではなかったのですが、イスラエルは王を求めて、神様の御心の中で、私たちがすべて理解できない神様の主権の中で王の制度を許されました。今までとはまったく違うシステムに変わるようになったわけです。しかし、その直後、サムエルを通して神様がおっしゃったことは、昔から変わらないイスラエルのなかの原理というものでした。神様に従い、そうすると祝福され、神様に聞き従わない場合は、王であっても滅びるとおっしゃいました。いま世の中では嫌っている言葉がいろいろある中で、その一つが「絶対」という言葉です、なぜかと言いますと、世の中は人間が中心なので人間そのものが絶対ではないので、人間を中心にしていつも変わるものなのだという意識が基本に流れているわけです。時代が変わるのでそれに合わせて答えも変わるし、状況がいろいろ違うのではないか。それによって正解が異なるだろうと。また地域が違うし地域ごとに文化などもいろいろ違うので、それによって正解というものがその都度、変わるものではないのか。こういう考え方を持っているところが世です。もし教会もこのような考え方に同意してしまうと、その時から教会は教会でなくなります。なぜかと言いますと、今日の聖書の箇所を通しても確認できるように、教会は時代がどう変わろうが、状況がどう変わろうが、永遠に変わらない神様を信じるところです。イエス・キリストを信じるところなので、イエス様は昨日も今日も永遠に変わらず同じ方であると言われています。そして、その神様の感動によって書かれた聖書を信じるところが教会なので、聖書は時代が変わっても変わらないそのものです。つまり、教会は不変の真理の上に立っているところであるし、不変の変わらない真理を信じるところです。
その不変の真理というのは何でしょうか。イスラエルのシステムが変わったとしても、そのいちばん大切な核となるポイントは変わらずにずっと同じだということが今日の聖書のお話です。不変の真理というものは、人は神様の戒めを守るときに祝福されて、神の命令、神の戒めを破るときに滅びるということが不変の真理です。時代がどう変わろうが、旧約の時代も、新約の時代も、いまも変わらない真理です。それがいろいろな言葉で表現されます。神をおそれること、神に仕えること、神のおっしゃることに聞き従うことなどの表現があります。一言で神の命令、神の戒めを守るということです。神様は人を神のかたちに造られました。その最初の時から神様は戒めを与えられます。創世記2：17、善悪の木の実をとって食べると必ず死ぬ、食べてはいけませんとおっしゃいました。それを守るときに祝福されて、それを破ると滅ぶようになるわけです。そうすると見事に祝福され創世記3：4-5において、蛇を通して現れた悪魔、サタンが「違うよ。それを食べるときにあなたがたは神のようになるから神様がそうおっしゃったのだよ」と。それでその戒めを破ってしまった結果、取り返しのつかないように滅びることになってしまいました。神の戒めに従わず、違うお話に乗ってしまうということは、悪魔、サタンに従うことなのだということが聖書のお話です。ですから、滅びるしかありません。そして、その後、神様はあらゆることを通して、この人類を導かれて、その神様の約束を守るために、アブラハムを始め、イスラエルという国を作られるようになります。そのイスラエルと様々なことがあって、約束の地カナンの手前まで来た時に、モーセを通して神様がおっしゃいます。申命記30：15-18「見よ。私は、確かにきょう、あなたの前にいのちと幸い、死とわざわいを置く。私が、きょう、あなたに、あなたの神、主を愛し、主の道に歩み、主の命令とおきてと定めとを守るように命じるからである。確かに、あなたは生きて、その数はふえる。あなたの神、主は、あなたが、はいって行って、所有しようとしている地で、あなたを祝福される。しかし、もし、あなたが心をそむけて、聞き従わず、誘惑されて、ほかの神々を拝み、これに仕えるなら、きょう、私は、あなたがたに宣言する。あなたがたは、必ず滅びうせる。あなたがたは、あなたが、ヨルダンを渡り、はいって行って、所有しようとしている地で、長く生きることはできない」とおっしゃいました。それから、ヨシュアを中心にしてカナンの中に入っていくようになります。そのカナンに入った時、状況などいろいろ変わりました。それにも関わらず、ヨシュア8：33-34でこのようにおっしゃいます。「全イスラエルは、その長老たち、つかさたち、さばきつかさたちとともに、それに在留異国人もこの国に生まれた者も同様に、主の契約の箱をかつぐレビ人の祭司たちの前で、箱のこちら側と向こう側とに分かれ、その半分はゲリジム山の前に、あとの半分はエバル山の前に立った。それは、主のしもべモーセが先に命じたように、イスラエルの民を祝福するためであった。それから後、ヨシュアは律法の書にしるされているとおりに、祝福とのろいについての律法のことばを、ことごとく読み上げた」。ヨシュアを通してカナンの中に入った時にも、結局、この祝福の原理は変わることはありません。それからイスラエルの歴史がずっと流れて、今日私たちが見ました聖書の箇所、サムエル、ダビデの時代までたどり着くようになります。そこでおっしゃったことも、彼の不信仰のゆえに、王の制度が始まり、いままでとイスラエルの国のシステムが変わることになりました。それにもかかわらず、おっしゃることはいつも同じです。それを注視していただきたいと願います。
これが不変の真理です。神の戒めに聞き従うものは祝福されて、神の命令、神の律法、神の戒めを破るものは滅びることになる。これは時代がどう変わろうが、変わることのない不変の真理です。そして、イスラエルの歴史を通してこれがどうなってしまったのか。それが使徒7章、ステパノの説教の中で明らかにされます。使徒7：1-53の内容を見ますと、神様はアブラハムの家系を祝福されました。それにもかかわらず、エジプトで偶像崇拝に走り、エジプトの奴隷になってしまった。そういう話が1-17節まであります。そして、神様はモーセを通して、そのイスラエルをエジプトの奴隷から救おうとして派遣されるようになります。それにもかかわらず彼らはモーセの言うことを聞きません。つまり、モーセを通して語られる神様のおっしゃることに耳を傾けようとしないで反対していたということが書いてあります。それから40年後、モーセを通して出エジプトの奇跡をなさいます。それから、エジプトから助かって荒野を歩いて約束の地に向かっているその間にイスラエルの人たちはことごとくモーセに従わずエジプトのほうが良かった、エジプトに戻ろうじゃないか、ずっとそればかりだったというのが39-43節に書かれています。その後、神様は40年間の荒野の生活が終わって、カナンの征服の祝福を与えられて、それがダビデとソロモンのところまでずっとつながるようになります。それでソロモンは神殿を建てることになりました。けれども神殿の外見だけが分かって、中身の意味がわからずに、神殿そのものにとらわれていたということが書いてあって、それでステパノはイスラエルの歴史全般を振り返ってこのような結論を出します。「かたくなで、心と耳とに割礼を受けていない人たち。あなたがたは、先祖たちと同様に、いつも聖霊に逆らっているのです。あなたがたの先祖が迫害しなかった預言者がだれかあったでしょうか。彼らは、正しい方が来られることを前もって宣べた人たちを殺したが、今はあなたがたが、この正しい方を裏切る者、殺す者となりました。あなたがたは、御使いたちによって定められた律法を受けたが、それを守ったことはありません」。破りました。ですから、不変の真理に従ってイスラエルは滅びるしかありません。最終的にはイエス・キリストを十字架につけてしまったというのが結論です。ステパノの話のように、イスラエルはいつも一度も例外なく神の戒めを破り、滅びの道を歩むしかありませんでした。つまり、人間自ら絶対に祝福を勝ち取ることはできないということです。不変の真理に従いますと、神の戒めを守るものは祝福されて、それを破るものは滅びるということが時代が変わろうが状況がどう変わろうがどこの国であろうが子どもなのか大人なのか関係なく、不変の真理であれば結論は人間誰一人として自ら祝福を手に入れることは絶対不可能です。神様はこの事情をすべてご存知の上で約束されました。キリストであるイエス様が、この罪人の代わりに、自分の代わりに、神様の戒めを完璧に守られて、完璧に成し遂げられて、神の命令に従ったのです。神様の戒めは一体どういうものなのでしょうか。
イエス様がこのようにまとめられます。マタイ22：36-40、何が一番大きな戒めなのでしょうかと聞かれたときに、「あなたの神を心を尽くして愛しなさい。これが第一なのだ。それと同様に人々を愛しなさい。これが第二の戒めなのだよ」と答えます。それら数多くの戒めを十戒にまとめられたのです。その十戒の戒めをイエス様は神を愛して、そして、人を愛するということにまとめられました。そして、イエス様自ら十字架にかけられることによって、血を流されて罪人の代わりに犠牲のいけにえとしてご自分をささげることによって、この二つを完璧に成し遂げられるようになります。ピリピ2：6-8、「キリストは、神の御姿であられる方なのに、神のあり方を捨てることができないとは考えないで、ご自分を無にして、仕える者の姿をとり、人間と同じようになられたのです。キリストは人としての性質をもって現われ、自分を卑しくし、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従われたのです」。十字架はまず神の戒めに従うことです。そして、それを裏返しますと、人を愛することなのです。イエス様の十字架の上で人間自ら絶対守ることができないし、いつも破ること以外にはできない罪人の代わりに、神様の戒めを完璧に守られました。ある金持ちの青年がイエス様を訪ねて、このように聞きます。「どうしたら永遠のいのちが得られるのでしょうか」。そのときにイエス様がその金持ちの青年におっしゃいます。「神の戒め、十戒を守ったのか」。「私は小さい時からしっかりと守っていました」。先程、私たちはイスラエルの歴史を通して結論を見たでしょう。絶対誰も一回も守ることができない、いつも破ること以外にはできないということが結論なのです。それなのにその青年は神の律法、戒めを守っていたと勘違いしているわけです。そこでイエス様は「そうならあなたの持っているものをすべて売って、貧しい人々に施して、それから私についてきなさい」とおっしゃいました。十戒を守ることができないから私が来たのだよ。私について行くということが戒めを守ることなのだよということをおっしゃったわけです。
それから、パリサイ人の前でイエス様がこういうことをおっしゃいます。ヨハネ5：38-42の内容です。パリサイ人は誰よりも神のみことば、律法、神の戒めを徹底的に守っていると思うし、守っているつもりだったわけです。でもそれが勘違いだったわけです。守れないのです。そこでイエス様がおっしゃいます。「また、そのみことばをあなたがたのうちにとどめてもいません。父が遣わした者をあなたがたが信じないからです。あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思うので、聖書を調べています。その聖書が、わたしについて証言しているのです。それなのに、あなたがたは、いのちを得るためにわたしのもとに来ようとはしません。わたしは人からの栄誉は受けません。ただ、わたしはあなたがたを知っています。あなたがたのうちには、神の愛がありません」。彼らは神の戒めを守る、つまり、神様を愛しているつもりなのに、神様を愛することではありません。あなたがたは神様を愛してもいないし、神の愛があなたがたに留まることなどもありません。なぜそれがわかるのでしょうか。イエス様の方に来ようとしない、つまり、戒めを守っていないわけです。イスラエル、パリサイ人は、今現在も彼らは世界中最高に神のみことばを守り、律法、戒めを徹底的に守っていると自負しているのですが、イエス様は「あなたがたのうちには神のことばがありません。戒めを守ることなどとんでもないことだ。神を愛する？ふざけるな」とおっしゃっていたわけです。戒めを守ることが祝福であり、守れないと滅びることです。不変の真理であり、今も同じです。不変です。世界中がウィルスによって恐怖に震えていてもこの真理は変わることなどありません。しかし、人間はそれを守ることなどできない罪人なのです。キリスト・イエスが代わりに完璧に守られて、そのイエスに従うこと、イエスを信じて受け入れることを戒めを守ることにされるわけです。義人は信仰によって生きる。イエス様をキリストとして信じる人を信者と言います。その信者の奥義、パウロはこのように語っています。第Ⅱコリント3：3、「あなたがたが私たちの奉仕によるキリストの手紙であり、墨によってではなく、生ける神の御霊によって書かれ、石の板にではなく、人の心の板に書かれたものであることが明らかだからです」。イエス様を信じるときに、墨によって板に書かれているものは守れないのです。イエス・キリストを信じることによって、心の板に神の戒めが書かれて、神の戒めを守ったことになり、守れるものになるわけです。聖霊によって書かれます。つまり、神の戒めを守るということは、イエス・キリストを信じることです。勘違いしないようにしましょう。教会に通っていて、イエス様を信じると告白している人の中でもパリサイ人と同じ感覚の人たちが残念ながら多くいるわけです。ある人はイエス様を信じるから、戒めなどはどうでもいいと言いますが、不変の真理なのです。いまも神の戒めを守る人が祝福されて、守らない人は大統領であれ博士であれ滅びるわけです。善良なる市民であれ、人のために自分のすべての財産を売って犠牲を払った人間でも滅びるわけです。不変の真理です。その神の戒めを守ることは、イエス・キリストを信じることです。不変の真理を改めてまとめたいと思います。
ローマ3：23、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。先程申し上げましたように、人間一人として自ら祝福されるような存在はいません。ですから、不変の真理はイエスを信じると幸いであり、イエス様を信じないことは滅びです。これが不変の真理です。イエス様自らおっしゃいました。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためである。御子を信じる者はさばかれない。信じない者は神のひとり子の御名を信じなかったので、すでにさばかれている」。ヨハネ3：16-18。これが不変の真理です。いま世の中はクルクル、コロコロ変わっています。良い方向でも悪い方向でも変わっています。その変わりつつあるもののゆえに、信者の私たちが不変の真理から離れ、それをのがしてしまい損してしまうようなことがあってはいけません。むしろ逆に変わるいろいろなもののゆえに不変の真理によりすがり、不変の真理により堅く立って、堅く握る機会にしないといけないのではないでしょうか。振り回されずに。
それから、個人の人生を振り返って、その人生ストーリー、また人類の歴史そのもの、そして、様々なあらゆる問題などを不変の真理の上に立って解釈していくようにしていただきたいと願います。なんでもかんでも自分のレベルで世の中で言われているような目線で見て解釈したり判断したりせずに、不変の真理の上に立って、その目で見て解釈していかなければいけません。

それから最後に、イエス様を救い主、キリストとして信じている自分、信者、クリスチャンである自分は、祝福の存在なのだという揺れることのない確信を持たないといけません。硬い岩のような確信の上に立っていないといけません。辛い過去があったでしょう。今現在も家系の様々な霊的な背景などにうなされて、自分が生まれ持ったその霊的な問題などがあらゆる形を通して表面に現れて、それを突っ込んで悪魔、サタン、暗やみの勢力が思いや考えや様々なものを抑えているかもしれません。それにもかかわらず、イエスはキリストです。この信仰に預かるようになった自分は幸いなものです。祝福の存在なのだということは不変の真理です。イエスを信じているものは時代がどう変わろうが、死の影の谷を歩くような状況がやってきたとしても祝福の存在に変わりはありません。譲ってはいけません。騙されてはいけません。この不変の真理を握って、偽りに立ち向かわなければいけません。偽りの父、悪魔、サタンがそうでないかのように、なにかが変わるたびにネガティブな思いや暗い思いを私たちに与えようとしています。何かによってクリスチャンでも教会でも不信仰の雲によって曇ってしまうような気がしてなりません。それは違います。何かにやられることと不安になって不信仰に駆られることとは別の話です。信者でも病気にかかる時もあるし、感染する場合もありうるかもしれません。そうならないように祈っていますが、それとそうなることが恐怖で不安でしょうがないこととは別の話です。不変の真理、そこから目を背けていることではないでしょうか。イエスがキリストだと信じている自分は何がどう変わろうが変わることのない永遠のいのちをもつ祝福な幸いな幸せなものだということを忘れてはいけません。それを堅く握ることによってサタンが踏み砕かれることになるわけです。サタンが自分の足元でひざまずく祝福を体験するようになるでしょう。誰が何と言おうが皆さんは聖霊が宿る、つまり、神様とワンネスになって切り離すことができない神秘的な存在になっていることを忘れてはいけません。エペソ1：23キリストのからだなる教会、つまり、キリストと一つになっている不思議でしょうがない存在なのです。ですから、イエスを信じた瞬間から死ぬときまで永遠に至るまで、天にある霊的すべての祝福をいただいているものであることは忘れてはいけません。もう二度と死と罪の原理に奪われることはないし、滅びることなどは私たちにはありえません。死と罪の原理から解放されているだけではなくて、何を食べるか飲むかによって生きる存在から世の光として、暗やみの夜に光を照らすことができるほど祝福された存在であり、地の果てにまでイエスの証人として生きることができるほどの幸いなものであり、祝福された存在です。まだ悟っていない、あるいは未熟な方もいらっしゃるでしょうけれども、そういう方でも、まだ小さい子どもだから分かっていないかもしれません。そういう子どもでもイエスを信じる人が地の果てにまでイエスの証人となれるほどの祝福の存在であることに間違いはありません。これが不変の真理です。悪魔は過去を通して、今まで学んできた教育の内容、経験、世の中のささやき、感情などを通して、この不変の真理に背いて違う声に聞き従うように誘うわけです。それが悪魔サタンの誘いです。蛇に変装して現れる、イエスはその悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさいました。女の子孫、メシヤ、キリストです。イエスの御名を呼ぶようにしましょう。「イエスはキリスト、私は神の子ども、幸いな者です」。不変の真理です。皆さんの小さな頭のいざこざや感情などに振り回されずに「違うよ、違うよ。サタンは去れ。イエスはキリスト。私は死の影の谷を歩くことがあっても幸いなものです」。
（祈り）
父なる神様。世界中が不安に怯えているこの時、クリスチャンはそれにもかかわらず幸いなものであり、これは奪われることはできない、そのクリスチャンの真価を発揮できる機会として、そして、この世にクリスチャンが、教会がなぜ存在するのかを改める機会としてひとりひとりを祝福してください。変わるものによって振り回されずに、惑わされずに、不変の上にしっかり立つことができるように。ひとりひとりを励ましてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
す4

